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ダストアグリゲイトの 3次元衝突数値シミュレーション

Numerical simulations of 3-D dust aggregate collisions
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ダストアグリゲイトの付着成長過程を明らかにすることは、原始惑星系円盤内における微惑星の形成過程を考える上
で重要である。これまで、2次元の数値シミュレーションによってダストアグリゲイトの付着成長過程が論じられており
[1]、付着・変形・破壊の各過程が衝突エネルギーに依存する様子など、有益な結果が得られている。しかしながら、2次
元でかつ粒子数が少ないために、ダストアグリゲイトの成長過程とその構造変化を完全に明らかにするためには十分で
はない。また、最近のダストアグリゲイトの衝突付着実験 [2] では理論的予測 [1,3]と異なる付着速度が得られるなど、
粒子間付着力モデルの再検討が必要となっている。

そこで、我々は多数の粒子からなる 3次元の数値シミュレーションを行い、ダストアグリゲイトの衝突付着成長過程
を明らかにすることを試みている。これまでの数値シミュレーション [1]と同様、様々な粒子間相互作用を考慮しながら
個々の粒子の運動を計算し、衝突するダストアグリゲイトの構造変化を詳細に追跡する。このような数値計算の結果か
ら、物性値や衝突速度にダストアグリゲイトの構造がどう依存するかを議論する。
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